
接着修復の臨床 
 

ここ 10−20 年の間における接着⻭学の進歩は素晴らしく、近年の⻭科修復治療に対して
⼤きな影響を与えてきました。しかし、それでも未だ“完璧”な接着システムというものは
存在しておらず、⼝腔内という過酷な環境の中で接着修復処置を⻑期的な成功に導くため
には、「どの材料を使うか？」よりも、「材料をどう扱うか？」ということがとても重要
であると考えています。 
今回は、エビデンス、テクニック、そしてコストパフォーマンスという 3 つの観点か

ら、接着修復について解説させて頂きます。 
明⽇からの臨床に直接的に役⽴ちそうな情報をできるだけシェアさせて頂こうと思って

おりますので宜しくお願いします。 
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